
しこくちゅう

京都 ・ 広島!日1. 岡山. "j~出flM!. 広
島 ・ 長崎!日1 . 京都 ・ 松江IHI . 新宮
・ 天王寺!日1 . 大阪 ・ 金沢IHIに定期
準，立し高松桟橋 ・ 字和島!日lに不定
1m準急をi的発

全閤的に各線18: スピードアップ

米原 ・ 京都|凶ローカノレ列車の電車
化

京浜 ・山手電車線の分離

高崎線の一部'I!l: J!ï化

駐矧111.専用列車を一般脅迫急行列
車に立替え

しこくち ゅうおう てつどう 四国中央鉄道

1 事業者一の概y.:g

名称 l盟国中央鉄道株式会社， 本社 徳島県勝浦郡小松島 ，

資本金 2，000 万円 ， おもな ll~築 地方鉄道(未開業) ， 段業経営

に必要な資材いっさいの取扱l妓

売。

沿革 "H和 22. 1 ・ 31 会社設立，

当初目立瀬より牟岐和~中回以に述

絡する路線の免許を得，後同 26

年立江駅連絡に変更す。

2 地方鉄道線

国鉄牟岐線立江駅・険瀬間(白血

島県) 11.4 km , íllIJ力蒸気， 軌間 | 
11 四国中央鉄道免許線|

1.067 m の未成線， 昭和 21 ・ 11 ・ l 

22 および同 26 ・ 2 ・ 19 免許， 一部立正[駅起点付近を除き "H和 22 ・

1 0 ・ 24 および同 26 ・ 5 ・ 30 工事施行認可， 問 26 ・ 7 ・ 10 着工。(嵯峨

ID} 恒次)

シーごじ ゅういちがたきかんし >e C 51 形被関車 2 C 1 )1} 

(パシフイ ッ ク形)泊熱テ γ 〆機関車で ， このlIï輸配置のものの

うち初めてわが国で製作された旅客急行汗l俊関車であ る。

第lì.火大戦当 11寺迎輸の発達はいちじるしく ，強大な機関車を

裂するよ うになったのと ，速度をますます向上させる必要を~~，

1. C51 形 機関車 形式図

複式空気圧縮担軽及給水加熱装置付

ーンリン F 直観 M 軒種 E拘 x 脱却田国 瞳闘車重量 [運転整備1

使用亙 13 .0 培/=' 1 '" 車 }

火得子面積 2 日 m・ 橿闘車動幅上重量 1 11転聾姐 }

金伝保面 積 161.8 (1曲 B ) m' II! ホ ヨ区.・ ( . ) 
通両院伝両院 面 積 41.4 m・ ('" 車 〉

金京発伝除 薗 4・ "掲 4 ( 121 .4 ) 耐 ホ'ン吾容 量

置管源尭伝"" 面' 115.0 m・ .. ，略 積・量

火重 . 11.4 m' 骨盤置 J 担 割

7- チ管' (l.OJ m・ ' Il a ，阿年

"ィ，木容量 5.8 m・

大 量管 ( il !l x 量 x・i 140 x 日五泊 x 18 

小 姐管 { 57 x 日誕))x 副

()内ノ歓飽ハア ーチ管 7 kそノ ヲ 示~

め， 2C 1 形であ

る 8900 形(明治

44年にアメリカ

から輸入，昭和1

9 年廃車)とボ

イラ容量はほぼ 2. C51 J位 機関車

同一であるがγ リソダを大 とし ， かつlllh輪直径を大として製作

したものが C 51 形である。 最初国鉄内工場で製作されたが，

その後民間工場でも製作されるようになり ， 大正 8 年から H百和

3 年の間に 289 両製作された。 当初jは 18900 形と称したが， 昭

和 3 年に車両称号規程の改正に伴ない C51 形と改称された。

動輪直径は 1 ，750mm であり ， これはわが国で係用した最大の

直径であって， 狭軌としては当時世界に匹敵するものがなかっ

たといわれている。その後今日 まで国鉄ではこれ以上の直径の

ものは製作されていない。窃J輪直径を大きくしたため重心が高

くなる ので ， ポイラはできるだけ細長く設計された。

本形式で給水加熱告告を有するも のは動輪関設大出力は 940 IP 

と算定され，最大速度は 100km /h，常用速度は 75km/h が設

計の傑準である。

主台わくは板台わく であ り ， ばね装置は下I' fね式である。弁

装置は ワノレ γ ャ ト 式であり最初~fj式弁が使用 されたが， 使用

笑鰍から単式弁に改造された。先台車は重ね板ばねによ っ て復
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元カを生ずる 2 制lポギー

であり，従台車はコイノレ

ばねによって復元力を生

ずる 1 ilil11心向き台車であ

る。

第 2 次大戦中，軌聞を

広めて撃中に転出したも

のもあり，また廃車され

たものもあるので， 現在

数 (昭和 31 年度末)は246

両である。(国i桑五六)

シーごじゅうくがたき

かんし 々 C 59 形機

関車 東海道，山陽両線

に活践していた 3 シリン

ダ C53 形に代り，輸送力

桶強のため昭和116年か ら

製造されたものであ り ，

2 シ リンダではあるが出

力は C53形より 若干増加

し，当時わが悶i長大の旅

客急行問機関車であった。

C 53 )1}に 採用された 3
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